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刊行の辞

校長 福 永 和 雅

「隼工紀要」も 第２３号を数え，平成２６年度の県立隼人工業高校の教育活

動の実際をまとめることとなりました。１年間の教育活動等の取り組みを研究紀

要とし後年に残し，執筆者が改めてこれまでを研究・考察・評価し，またその実

践の成果と課題を他の職員と共有することは大切な遺産であり，新たな歴史の一

歩を刻むものであると考えます。

さて，本年度も隼人工業高校ならではの生徒の活躍が続出しました。各種資格

検定のの取得によりジュニアマイスターを獲得，各種ポスターコンクールやコン

ペ等に参加・チャレンジしたりして，全国レベルの賞などを多数獲得しました。

また，陸上ハンマー投げでのインターハイ出場や弓道部の全国大会出場，またな

んと言っても学習面において，国公立大学への進学で 14 年ぶりに合格者を出せ

た事は，在校生・卒業生はもちろん，本校を目指す中学生諸君にとって大きな成

果であり，また励みになったことは言うまでもない事実であろうと思います。

これら生徒の自信や誇りにつながる成果を得るには，本校の先生方の多くの時

間をかけた指導やご苦労が根底にあることを深く感じ入ることであります。

教科研究における取り組みや経験者研修等の報告など，執筆された先生方に敬

意を表するとともに，それぞれの学際的研究が今後より一層充実し，教師として

更なる進化を重ねられますことを期待いたします。

ご高覧いただく皆様に感謝申しあげますとともに，お気づきの点のご助言・ご

指導をせつにお願いして刊行の辞といたします。



研修報告



「理科（科学と人間生活）」学習指導案 

 

実施日時：平成２６年１２月９日（火）４校時 

実施学級：インテリア科１年 ４０名 

（男子９名，女子３１名） 

実施場所：１年インテリア科教室 

授 業 者：上野 隼人 

 

１ 単元名 

   第３編 熱や光の科学 

    第１章 熱の性質とその利用 

     第３節 エネルギーとその移り変わり 

 

２ 単元について 

中学校理科では，力学的エネルギーに関する実験を行い，力学的エネルギーが保存されることを学

習している。また，さまざまなエネルギーについても，その変換では，総量が保存されることを学習

している。しかし，力学的エネルギーや熱効率など，定量化された概念については学習していない。 

 

３ 生徒の実態 

クラス全体の雰囲気は明るく，授業態度もまじめである。発問に対しても，大きな声で発表すると

いった反応はあまり見られないが，考えている様子はある。総じて，授業態度は良好であるが，若干

受け身すぎるように感じるのが現在の状況である。演示実験などを見せると興味をもって，注目する

ことから，理科に対して興味関心がないわけではない。積極的に質問をしたり，互いに教えあったり

するなど意欲的に取り組めるようになってもらいたい。 

 

４ 単元の指導計画 

第３編 熱や光の科学            １２時間 

第１章 熱の性質とその利用        １２時間 

第１節 熱と温度             ３時間 

第２節 熱と仕事             ４時間 

第３節 エネルギーとその移り変わり    ５時間（本時（５／５）） 

 

５ 単元（第１章）の目標 

（１）物質を構成している粒子は熱運動していることを実験・観察を通して確認し，物質の三態の違い 

や熱運動のエネルギーと温度の関係を理解する。 

（２）仕事や電気と熱の関係について，ジュールの実験などに触れ，理解する。 

（３）いろいろな形態のエネルギーが別の種類のエネルギーに移り変わる様子を，実験や観察を通して， 

理解する。 
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６ 本時の実際 

（１）主題：熱効率 

（２）目標：ア エネルギー変換が行われるとき，関係するエネルギーが熱エネルギーに変わっていく

傾向があることを理解し，不可逆変化について理解する。 

イ 熱を仕事にするしくみである熱機関とその熱効率について理解し，エネルギーの有効

利用についても考える。 

（３）教材等：教科書「科学と人間生活」（数研出版），ノート， 

 

７ 本時の指導計画 

過程 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

導入 

５分 

・挨拶と出欠の確認 

・前時までの内容について復習する。 

・本時の学習内容について説明を受ける。

「エネルギーの変換」「エネルギ

ー保存則」について生徒同士で確

認させる。 

・前時までの内容を理解

しているか。【知識・理

解】 

展開Ⅰ 

１０分 

・可逆変化と不可逆変化について理解する。

 

 

・熱機関について理解する。 

・具体例を挙げながら，可逆変化

と不可逆変化の違いをしっかり

と理解させる。 

 

 

 

 

展開Ⅱ 

２０分 

・気体が行う仕事について演示実験を見る。 ・気体に熱を加えると，構成粒子

の熱運動が高まり，膨張する。そ

の際，気体は外部に仕事をするこ

とを観察させる。 

・状態変化についても触れる。 

・演示実験をしっかりと

見ているか。【関心・意

欲・態度】 

展開Ⅲ 

５分 

・熱効率について理解する。 

 

・エネルギー資源について考える。 

・熱効率について，その意味と表

す式を確認させる。 

・熱効率が高い装置を考えること

がエネルギー資源の有効利用に

つがなる。 

 

まとめ 

１０分 

・本時の学習内容を，近くの生徒同士で説

明しあう。 

・「可逆変化・不可逆変化」「熱機

関」について，生徒同士で確認さ

せる。 

本時の内容を理解し，説

明することができるか。

【思考・判断・表現】【知

識・理解】 

 

８ 評価の観点および方法 

（１）不可逆変化について，熱エネルギーを踏まえて理解することができたか。（発問による確認） 

【知識・理解】 

（２）熱機関と熱効率について，正しく理解できたか。（発問による確認） 

【知識・理解】 
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～ 授業研究 ～ 

 

自身による反省 

今回の研究授業では，そのテーマとも言える試したいことが２点ほどあった。 

①教室での演示実験の見せ方の工夫。 

②学習内容の「可逆変化・不可逆変化」「熱機関」のつながりをもたせること。 

これらを踏まえて授業を振り返りたいと思う。 

 

①教室での演示実験の見せ方 

 まず，実験の場として，物理実験室は，生徒実験の場としては使用しやすいのだが，教師による演示

実験となると，実験室後方の生徒にまで十分に見せることができないとかねてより感じていた。教室で

のほうが，生徒全員に近い距離で見せられるのではないかと思い，今回試してみることにした。その際

の工夫として，机を右図のように配置させた。 

結果，生徒全員が教室の真ん中よりも前方に詰めることができ， 

演示実験を近くで見せることができた。しかし，実験の内容によっ 

ては，それでも前方の生徒のみにしか見せることができない可能性        ・・・・・ 

が高い。今後，ICT 機器の活用，実験器具等の準備，授業の構成な        ・・・・・ 

どから工夫し，演示実験を積極的に行い，授業を充実させたい。         ・・・・・ 

                                      ・・・・・ 

②学習内容のつながり 

 本時の学習内容「可逆変化・不可逆変化」と「熱機関」は，教科 

書では，ページを変えて，別の項目で扱われていた。授業では同じ      10 席×４列 

１時間の中で扱うことから，繋がりをもって教えたいと考えた。本 

来，関連深い言葉であるので，生徒が理解しやすい具体例を挙げながら説明することが必要と考えた。

その具体例として蒸気機関を挙げることにした。蒸気機関は熱を加えて気体（水蒸気）を膨張させ，熱

を放出し，再び気体を収縮させる。このサイクルを繰り返す熱機関である。気体の膨張・収縮と熱の出

入りの関係を演示実験で見せ，その後，板書でまとめた。簡略化した内容ではあったが，科学と人間生

活の学習内容としては十分なものではあったと思う。 

 

参観者からのアドバイス 

授業を参観して下さった先生方から頂いた今後の課題を挙げる。 

□ 実験に関して，説明をもっと詳しくしてもよかった。プリント１枚用意してもよかったのでは。 

□ 実験を 1 度ではなく，何度か繰り返し，見せてもよかった。 

□ 生徒同士による授業内容の確認で，理解が不十分と見られる生徒へのケアまでしたほうがよい。 

□ 教科書の活用をもっとしてよい。 

 

今後に向け 

 研究授業では，参観してくださった先生方から具体的なアドバイスを頂くことができる。また，自身

でテーマを掲げ取り組んだ今回の研究授業では，それらのことに関しても客観的な御意見を頂くことが

できた。今後も，研究授業を活用し，充実した授業を行えるように努めたい。 

教卓 

3



「化学基礎」学習指導案 
 

                                                  学科・学年       情報技術科２年 化学選択者（10 名） 
                                                  実 施 日 時     平成 26 年 5 月 29 日（木） 第１時限目            

場 所    化学実験室（本館４F）         
使 用 教 材       化学基礎（啓林館）          
指 導 者      東  和 伺 

 
１ 単元目標     

物質の分離・精製や元素の確認方法の学習や学習した知識に基づく観察・実験を行うことにより， 
化学的に探究する方法の基礎を身につけさせるとともに，物質についての微視的な見方や考え方を育

てる。 
 
２ 単元  第２章 物質の状態（計７時間） 
（１） 混合物と純物質            ・・・３時間 
（２） 薄層クロマトグラフィーの実験     ・・・１時間（本時） 
（３） 化合物と元素             ・・・１時間   
（４） 物質の三態              ・・・２時間    
 
３ 指導計画  
（１） 本時の目標 
    植物の葉に含まれる光合成色素を薄層クロマトグラフィーにより分離し，分析することにより，

クロマトグラフィーの原理や分析方法について理解する。 
（２） 準備する物  

ほうれん草，ジエチルエーテル，石油エーテル，アセトン，シリカゲル，TLC シート，試験管，

ゴム栓，乳鉢，乳棒，薬さじ，ピンセット，マイクロチューブ，チューブたてピペット 
 
４ 生徒の様子   

1，2 名積極的に質問をする生徒もいるが，多くの生徒は，比較的おとなしい。授業に対する意欲は 
それ程高くはないが，既習事項の定着度は半数以上の生徒が高い。成績は，ほとんどの生徒がクラス

で中程度である。 
 
５ 評価規準 
関心・意欲・態度（A） 思考・判断・表現（B） 観察・実験の技能表現（C） 知識・理解（D） 
 自然の事物・現象に関

心や探求心を持ち，意欲

的にそれらを探求しよ

うとするとともに，科学

的態度を身につけてい

る。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し，探求す

る過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出

した考えを的確に表現

している。 

 観察・実験を行い，基本

操作を習得するとともに，

それらの過程や結果を的

確に記録，整理し，自然の

事物・現象を科学的に探求

する技能を身につけてい

る。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概念

や原理・法則を理解

し，知識を身につけて

いる。 
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６ 本時の展開 

 指導内容 学習活動 
指導上の留意点 
（評価の観点） 

導入 
（5 分） 

・本時の実験の目

的と方法の説明 
・本時の実験の目的と方法を説明する。 
 

・説明は簡単に済ませ，

実験の時間を確保す

る。（A） 

展開 
（40 分） 

・抽出液の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・抽出液のスポッ 
ト 

 
 
・展開 
 
 
 
 
・Rf 値の算出方

法の説明 
・クロマトグラフ 
ィーの説明 

 
 
 
・Rf 値の算出 

 

・乳鉢に葉 0.6g とシリカゲル 1.5g を入れ，

乳棒で細かく粉状になるまですりつぶし，

試料とする。 
・粉状にすりつぶした試料をマイクロチュー

ブの４分の１程度まで入れ，ジエチルエー

テルを 0.5ml 加えてふたをし，よく振って

色素を抽出する。 
・上澄み液ができるまで，数分間静置してお

く。 
・TLC シートの下端から 2cm（原線）と 8cm

のところに，鉛筆で線を引く。（力を入れす

ぎない。） 
・ピンセットで上澄み液をとり，原線の中心

に染み込ませる。3～5 回繰り返す。（２回

目以降は，10 秒程度待ち，前回分が乾いて

から行う。） 
・ピンセットを使用して，TLC シートを試験

管の中に入れ，ゴム栓をする。（液面を揺ら

さず，TLC シートがなるべくまっすぐにな

るように入れる。） 
 
・Rf 値の算出方法を説明する。 
 
・クロマトグラフィーの原理を説明する。 
 
 
・展開液の前線が TLC シートの 8cm（前線）

のところに達したら，各色素の色を記録し

た後，TLC シートを試験管からピンセット

で取り出す。 
・溶媒前線と各スポットの輪郭に鉛筆で印を

つけ，原点からの距離を測定する。 
・各スポットの Rf 値を算出する。 

・細胞のなかの葉緑体ま

でつぶさないとうま

く抽出できない。 
・溶媒の量を管理し，抽

出液が薄くならない

ようにする。（A）（C）

 
 
 
・ボールペンは，展開液

に溶けるので使用し

ない。（A）（C） 
・小さく，濃い円形にな

るようにする。 
・スポットを広げすぎな

いように注意する。 
・スポットが展開液に触

れないようにする。 
・ろ紙の側面が試験管の

壁にあたらないよう

にする。 
（A）（B） 
 
・展開液の溶けやすさと

シートへの吸着力に

着目（A）（B） 
・乾くと溶媒の前線やス

ポットが見えなくな

るので，作業を迅速に

行う。 
 
 
・小数第２まで求める。

まとめ 
（5 分） 

・まとめ ・結果をレポート用紙にまとめ，考察する。 ・クロマトグラフィーの

原理等を確認する。 
（B）（D） 
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【実験方法】 

１ 乳鉢に葉 0.6g とシリカゲル 1.5g を入れ，乳房で細かく粉状になるまですりつぶし，試料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 粉状にすりつぶした試料を薬さじでマイクロチューブの４分の１程度まで入れ，ジエチルエーテル

を 0.5ml 加えてふたをし，よく振って色素を抽出する。（ジエチルエーテルを入れすぎない。） 

３ 上澄み液ができるまで，数分間静置しておく。（プレートにたてておく。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ TLC シートの下端から 2cm（原線）と 8cm（前線）の所に鉛筆で線を引く。（ボールペンは使用し

ない。） 

５ 上澄み液をピンセットで取り，原線の中心に少しずつ染み込ませる。同じ操作を 3～5 回繰り返す。  

（２回目以降は，10 秒程度待ち，前回分が乾いてから行う。） 

※小さくて濃い円（スポット）をつくる。（スポットの大きさは 5mm 程度） 
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６ 展開溶媒を 1cm 入れた試験管に TLC シートをピンセットを使って静かに入れ，ゴム栓をして展開

液の上昇を待つ。（液面をゆらさず，TLC シートがなるべくまっすぐになるように入れる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 展開液が鉛筆で引いた前線に達したら，各色素の色を記録ように記入する。 

８ ピンセットで TLC シートを取り出す。 

９ 色素の色が消えないうちに，鉛筆で色素の色と位置をマークし，各色素の原線からの移動距離と展

開液の移動距離を測定し，表に記入する。 

10 Rf 値を測定し，表に記入する。 

11  参考として示した光合成色素の色と Rf 値をもとにして，分離した光合成色素の名称を推定し，表

に記入する。 

12 考察の項目について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Rf 値計算方法 
Rf 値＝各色素の移動距離÷展開液移動距離 
     = b ÷ a 
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【合成色素の色と Rf 値（参考）】 

 

【位置の参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光合成色素 色 Ｒｆ値 

クロロフィル a 青緑色 0.70～0.75 

クロロフィル b 緑色 0.58～0.63 

クロロフィル c 黄緑色 0.15～0.25 

カロテン 橙黄色 0.93～0.98 

キサントフィル 黄色 上の方。カロテンより下。 

ルテイン 黄色 0.55～0.60 

フコキサンチン 褐色  

ビオラキサンチン 黄色 0.40～0.45 

フェオフィチン 黒  

ネオキサンチン 黄色 0.20～0.25 
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【実験記録用紙】 

 a の値 b の値 Rf 値 色 色素名（推定） 

色素１      

色素２      

色素３      

色素４      

色素５      

色素６      

色素７      

色素８      

【考察】 

１ 色素が分離する仕組みを考えて下さい。 

（a）展開液（溶媒）に溶け（       ）方が，色素が進むスピードが速くなる。 

（b）ろ紙への吸着力が（       ）方が，色素が進むスピードが速くなる。 

（a）（b）の影響の大小で，各色素の（       ）に差がでるため，分離できる。 

２ 混合物の分離法として，ペーパークロマトグラフィーを利用できる条件を考えて下さい。 

（a） 混合物がろ紙に（      ）するか。 

（b） 混合物を（      ）溶媒（展開液）があるか。 

（c） 溶媒（展開液）はろ紙に（       ）か。 

３ TLC シートから各色素を取り除くには，（       ）で（       ）ば良い。  

４ 表をもとに，自分が予想した色素名と実際の植物に含まれている色素名を比較して実験について考

察し，良かった点，悪かった点，工夫できる点，気づいた点，疑問点などを記入して下さい。 

 

５ 全体を通して気づいた点等を記入して下さい。 

 

（     ）科・（  ）組（     ）番・氏名（                 ） 
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【光合成色素の種類と分布】 

光合成色素 色 
ら
ん
藻
類 

紅
藻
類 

褐
藻
類 

緑
藻
類 

緑
色
植
物 

クロロフィル a 青緑色 ○ ○ ○ ○ ○ 

クロロフィル b 黄緑色    ○ ○ 

クロロフィル c 薄い黄緑色   ○   

カロテン 橙赤色 ○ ○ ○ ○ ○ 

キサントフィル 黄色  ○ ○ ○ ○ 

フィコシアニン 青色 ○ ○    

フィコエリトリン 紅色 ○ ○    
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専門教科「工業」 科目「電子機械応用」学習指導案 

 

    学校名  ：鹿児島県立隼人工業高等学校 

    実施日時 ：平成２６年６月１３日（金） 第３校時 

    実施学級 ：電子機械科３年２組 選択科目（男子２２名） 

             実施場所 ：電子機械科 講義室 

    使用教科書：電子機械応用（実教出版） 

    単位数  ：２単位 

    指導者  ：古賀 伸之 

                  

１ 教科・科目名 電子機械応用 

２ 指導内容   交流モータの同期速度，滑り，回転速度の求め方を理解させ，交流モ

ータの１つである三相誘導電動機について理解させる。 

３ 単元名     

第１章 動力用アクチュエータ 

             １節 電力を利用したアクチュエータ 

                ２． 交流モータの原理と特性 

                   １ 交流モータの原理 

２ 三相誘導電動機  

４ 指導計画 

第１章 動力用アクチュエータ 

          １節 電力を利用したアクチュエータ・・・計３０時間 

            １． 直流モータの原理と特性・・・・８時間 

            ２． 交流モータの原理と特性・・・・８時間（本時４／８） 

            ３． パワーエレクトロニクス技術・・４時間 

            ４． 直流モータの制御・・・・・・・５時間 

            ５． 交流モータの制御・・・・・・・５時間 

          ２節 流体を利用したアクチュエータ 

５ 生徒の実態 

   全体的には，元気がよい学級であるが，なかには，おとなしく静かな生徒もいる。

取り組む姿勢や学習意欲に個人差があり，また，その時々で，集中力があるときと，

落ち着きがないときがある。電気や機械の基本的な事柄や，ポイント絞り，具体的な

説明，問題演習をしながら，分かりやすい授業を心掛けている。 

６ 本時の目標 

①  同期速度：Ｎｓ（交流モータの回転磁界の速度）の求め方，滑り：ｓの求め方，

回転速度：Ｎ（回転子の回転速度）の求め方を理解させる。 

②  三相誘導電動機について理解させる。 
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区分 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

 

導入 

１０分 

・交流モータの活用例を資料

（新聞記事）を通じて学習す

る。 

・前時の復習をする。 

 同期速度，滑りの求め方 

・本時の目標を確認する。 

・交流モータの活用例を学習

させる。 

・交流モータの同期速度，滑

りの求め方について復習

し，確認させる。 

・本時の目標を説明し，理解

させる。 

・発問と机間巡

視で知識・理

解や関心・意

欲・態度をみ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

３５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・板書を使っての教科書１１ペ

ージの問５（同期速度を求め

る問題）の解説を聞いて，ノ

ートに記入して，学習する。

 

・板書を使っての教科書５６ペ

ージの問３（同期速度を求め

る問題）の解説を聞いて，ノ

ートに記入して，学習する。

 

・板書を使っての教科書５６ペ

ージの問４（滑りを求める問

題）の解説を聞いて，ノート

に記入して，学習する。 

 

・板書を使っての教科書１１ペ

ージの問６（回転速度を求め

る問題）の解説を聞いて，ノ

ートに記入して，学習する。

 

・資料を使って，関連する資格

試験の問題を学習する。 

 

 

 

・教科書や板書や資料を使って

の説明を聞いて，三相誘導電

動機の概要，構造，特性を学

習する。 

 

 

・板書を使って教科書１１ペ

ージの問５（同期速度を求

める問題）を解説し，ノー

トに記入させ，理解させ

る。 

・板書を使って教科書５６ペ

ージの問３（同期速度を求

める問題）を解説し，ノー

トに記入させ，理解させ

る。 

・板書を使って教科書５６ペ

ージの問４（滑りを求める

問題）を解説し，ノートに

記入させ，理解させる。 

 

・板書を使って教科書１１ペ

ージの問６（回転速度を求

める問題）を解説し，ノー

トに記入させ，理解させ

る。 

・資料の説明をし，関連する

資格試験の問題を学習さ

せる。時間があれば，解説

を聞きながら，ノートに記

入させ，理解させる。 

・教科書や板書，資料をつか

って，三相誘導電動機の概

要，構造，特性を説明し，

ノートを取らせて，理解さ

せる。 

 

・発問と机間巡

視で知識・理

解や技能・表

現をみる。 

 

・机間巡視や発

表で思考・判

断や技能・表

現をみる。 

 

・発問と机間巡

視で知識・理解

や関心・意欲・

態度をみる。 

 

・発問と机間巡

視で知識・理解

や関心・意欲・

態度をみる。 

 

・発問と机間巡

視で知識・理解

や関心・意欲・

態度をみる。 

 

・発問と机間巡

視で知識・理解

や関心・意欲・

態度をみる。 
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まとめ 

５分 

 

 

 

 

 

・本時の学習内容をまとめる。

 

 

 

 

 

・次時の予告。 

 

・本時の学習内容のまとめを

理解させ，その内容がどの

ような資格試験問題に使

われているか，また，社会

で，どのように活用されて

いるかを理解させる。 

・次の授業内容を連絡する。 

・発問と机間巡

視で知識・理解

や関心・意欲・

態度をみる。 
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専門教科「工業」 科目「電子機械応用」学習指導案

学校名 ：鹿児島県立隼人工業高等学校

実施日時 ：平成２６年１０月２４日（金）第３校時

実施学級 ：電子機械科３年２組 選択科目（男子２２名）

実施場所 ：電子機械科 講義室

使用教科書：電子機械応用（実教出版）

単位数 ：２単位

指導者 ：教諭 古賀伸之

１ 教科・科目名 電子機械応用

２ 指導内容 流体を利用したアクチュエータの１つである空気圧式アクチュエー

タについて理解させる。

３ 単元名 第１章 動力用アクチュエータ

１節 電力を利用したアクチュエータ

２節 流体を利用したアクチュエータ

１．空気圧式アクチュエータ

２．油圧式アクチュエータ

３．空気圧・油圧式アクチュエータの制御

４．流体伝動装置

４ 指導計画 ２節 流体を利用したアクチュエータ・・・・・・・・計８時間

１．空気圧式アクチュエータ・・・・・・・・・２時間

（本時１／２）

２．油圧式アクチュエータ・・・・・・・・・・２時間

３．空気圧・油圧式アクチュエータの制御・・・２時間

４．流体伝動装置・・・・・・・・・・・・・・２時間

５ 生徒の実態

全体的には元気がよい学級であるが，なかには，おとなしくて物静かな生徒もいる。

学習意欲，取り組む姿勢，理解度において個人差が大きい。電気や機械の基本的事項

を押さえつつ，具体的な説明やポイント絞り，興味関心を高める工夫をしながら，分

かりやすい授業になるように心掛けている。

６ 本時の目標

①空気圧式アクチュエータの原理と構造を理解する。

②空気圧シリンダの種類と特徴を理解する。
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７ 本時の実際

区分 学習活動 指導上の留意点

・教科書を使って，本時のキーワード ・教科書の説明や図を使って，空気圧

導入 である空気圧シリンダについて学習 シリンダについて学習させる。【Ａ】

１５分 する。 【Ｄ】

・空気圧シリンダの活用例を資料を通 ・インターネットで調べた資料を使っ

じて学習する。 て，空気圧シリンダが実生活でどの

ように活用されているかを学習させ

る。【Ａ】【Ｂ】【Ｄ】

・本時の目標を確認する。 ・本時の目標をワークシートに記入さ

せる。【Ａ】

・空気圧シリンダの原理と構造につい ・空気圧シリンダの原理と構造につい

展開 て，教科書の文章と図を活用して学 て，教科書の文章と図を活用して学

３０分 習する。また，ワークシートに記入 習させる。また，ワークシートに記

して学習する。 入して学習させる。【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・教科書の問１６，問１７の解説を聞 ・教科書の問１６，問１７を解説し，

いて，ワークシートに記入し，空気 ワークシートに記入させ，空気圧シ

圧シリンダの原理と構造を学習する。 リンダの原理と構造を学習させる。

・空気圧シリンダの種類と特徴につい 【Ｂ】【Ｃ】

て，教科書の文章と図や表を活用し ・空気圧シリンダの種類と特徴につい

て学習する。また，ワークシートに て，教科書の文章と図や表を活用し

記入して学習する。 て学習させる。また，ワークシート

・教科書の問１８の解説を聞いて，ワ に記入して学習させる。【Ｂ】【Ｃ】

ークシートに記入し，空気圧シリン 【Ｄ】

ダの種類と特徴を学習する。 ・教科書の問１８を解説し，ワークシ

ートに記入させ，空気圧シリンダの

種類と特徴を学習させる。【Ｂ】【Ｃ】

・本時の学習内容をまとめる。 ・本時の目標に対するまとめを理解さ

まとめ せ，また，社会や実生活でどのよう

５分 に活用されているかを理解させる。

・次時の予告 【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・次の授業内容を連絡する。

８ 評価の観点

（関心・意欲・態度）空気圧シリンダに関心をもち，意欲的・実践的な態度を身に

付けることができたか。【Ａ】

（思考・判断・表現）空気圧シリンダの原理や構造に関する知識や技術を活用して

自ら考え，適切に判断し，成果を表現することができたか。

【Ｂ】

（技能）空気圧シリンダに関する基本的な知識や技術を身に付け計算や論述できた

か。【Ｃ】

（知識・理解）空気圧シリンダに関する基本的な知識や技術を理解することができ

たか。【Ｄ】
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専門教科「工業」 科目「電子機械応用」学習指導案

学校名 ：鹿児島県立隼人工業高等学校

実施日時 ：平成２７年１月１６日（金）第３校時

実施学級 ：電子機械科３年２組 選択科目（男子２２名）

実施場所 ：電子機械科 講義室

使用教科書：電子機械応用（実教出版）

単位数 ：２単位

指導者 ：教諭 古賀伸之

１ 教科・科目名 電子機械応用

２ 指導内容 ネットワーク技術について学習し理解させる。

３ 単元名 第３章 ファクトリーオートメーション

１節 CAD ／ CAM

２節 NC 工作機械

３節 生産システムの基礎

４節 ネットワーク技術

１．LAN

２．総合的なネットワークシステム

章末問題

４ 指導計画 ４節 ネットワーク技術・・・・・・・・・・計５時間

１．LAN・・・・・・・・・・・・・・・３時間

（本時２／３）

２．総合的なネットワークシステム・・・１時間

章末問題・・・・・・・・・・・・・・・１時間

５ 生徒の実態

全体的には元気がよい学級であるが，なかには，おとなしくて物静かな生徒もいる。

学習意欲，取り組む姿勢，理解度において個人差が大きい。時期的にも３年生の３学

期であり，意欲や興味関心が上がらない状況もある。ネットワーク技術の基本的事項

を押さえつつ，具体的な説明やポイント絞り，関連資格等も紹介し，興味関心を高め

る工夫をしながら，分かりやすい授業になるように心掛けている。

６ 本時の目標

LAN や LAN の構成について学習し，用語やその意味を理解することによって，ネ

ットワークの構成や技術を理解する。
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７ 本時の実際

区分 学習活動 指導上の留意点

導入 ・本時の目標を確認する。 ・本時の目標をワークシートに記入さ

５分 せる。【Ａ】

・LAN の構成について，教科書の文章 ・LAN の構成について，教科書の文章

展開 と図を活用して学習する。また，ワ と図を活用して学習させる。また，

３０分 ークシートに記入して学習する。 ワークシートに記入して学習させる。

【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・ネットワークの形態について，教科 ・ネットワークの形態について，教科

書の文章と図を活用して学習する。 書の文章と図を活用して学習させる。

また，ワークシートに記入して学習 また，ワークシートに記入して学習

する。 させる。【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・クライアントとサーバについて，教 ・クライアントとサーバについて，教

科書の文章と図を活用して学習する。 科書の文章と図を活用して学習させ

また，ワークシートに記入して学習 る。また，ワークシートに記入して

する。 学習させる。【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・教科書の問３０の説明を聞いて，ワ ・教科書の問３０を説明し，ワークシ

ークシートに記入し，LAN 接続に必 ートに記入させ，LAN 接続に必要な

要な設備と役割を学習する。 設備と役割を学習させる。【Ｂ】【Ｃ】

・教科書の問３１の説明を聞いて，ワ ・教科書の問３１を説明し，ワークシ

ークシートに記入し，LAN の網形態 ートに記入させ，LAN の網形態を学

を学習する。 習させる。【Ｂ】【Ｃ】

・教科書の問３２の説明を聞いて，ワ ・教科書の問３２を説明し，ワークシ

ークシートに記入し，工場用 LAN に ートに記入させ，工場用 LAN に要求

要求される事柄を学習する。 される事柄を学習させる。【Ｂ】【Ｃ】

・教科書の問３３の説明を聞いて，ワ ・教科書の問３３を説明し，ワークシ

ークシートに記入し，サーバの役割 ートに記入させ，サーバの役割を学

を学習する。 習させる。【Ｂ】【Ｃ】

・本時の学習内容をまとめ，関連資格 ・口頭で本時の目標に対するまとめを

まとめ を学習し，社会や実生活での活用例 し，関連資格を資料を用いて学習さ

１５分 を学ぶ。 せ，また，社会や実生活でどのよう

に活用されているかを理解させる。

【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】

・次時の予告 ・次の授業内容を連絡する。

８ 評価の観点

（関心・意欲・態度）LAN やネットワークに関心をもち，意欲的・実践的な態度

を身に付けることができたか。【Ａ】

（思考・判断・表現）LAN やネットワークに関する知識や技術を活用して自ら考え，

適切に判断し，成果を表現することができたか。【Ｂ】

（技能）LAN やネットワークに関する基本的な知識や技術を身に付け解答の導き出

しや論述できた。【Ｃ】

（知識・理解）LAN やネットワークに関する基本的な知識や技術を理解することが

できたか。【Ｄ】
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機械設計 学習指導案 
 

 

日   時  平成２６年５月２８日  水曜日  第３校時 

学   級  電子機械科 ２年２組 

在籍３８名（男子３７名・女子１名） 

使用教科書  実教出版 新機械設計 

単   位  ２単位 

指 導 者  電子機械科 教諭 森山健士 

 

１．単   元  第２章 機械に働く力と仕事 

 

２．単 元 目 標  機械に作用する力や力の働き方を学び，機械を設計する基本を身につける。 

 

３．指 導 計 画  第２章 機械に働く力と仕事    計 １１時間 

         （１）機械に働く力 

            ①力 ・・・・・・・・・・・・・１／３時間 

            ②力の表し方 ・・・・・・・・・１／３時間 

            ③力のつり合い ・・・・・・・・１／３時間 

            ④力の合成・分解 ・・・・・・・  １時間 

            ⑤力のモーメントと偶力 ・・・・  １時間 

            ⑥重心 ・・・・・・・・・・・・  １時間 

         （２）機械の運動  

            ①直線運動 ・・・・・・・・・・  １時間（本時１／１） 

            ②回転運動 ・・・・・・・・・・  １時間 

            ③力と運動の法則 ・・・・・・・  １時間 

         （３）仕事と動力 ・・・・・・・・・・  ４時間 

         （４）摩擦と機械の効率 ・・・・・・・  ４時間 

 

 

４．本 時 の   （１）速度と加速度の意味や計算のしかたを理解させる。 

指 導 目 標  （２）回転運動における周速度，角速度の意味を理解させる。 

 

５．学級の様子   電子機械科２年２組３８名（男子３７名・女子１名）。本授業中，聞く姿勢や学

ぶ姿勢が出来ているが，入学時から数学力に幅があるため，計算が求められる内容

での理解度には個人差が見られる。出来るだけ時間をかけ，わかりすい授業展開を

心掛けている。 
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６．本時指導計画 

過程 指 導 内 容 学 習 内 容 
指導上の留意点等 

【評価の観点】 

 

導 

入 

 

５分 

１．出席確認 

 

２．前時までの復習 

 

３．本時の目標 

・机上に教科書，ノートを出しておく。 

 

・教科書の［Ｐ.4 目次］欄をもとにこれまでの時間を

振り返り，第２章の新たな展開としての本時の位置

づけを意識させる。 

・教科書などの忘れ物が

ないか確認する。 

・教科書の［P.4 目次］

及び前内容(P.16～28)

を開かせる。【Ａ】 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

１．機械の運動とは 

 

 

 

 

 

 

２．直線運動 

・教科書Ｐ.29～33 を開かせ、本時より学習する内容

を理解させ、今後の展開を説明する。 

板書１ 

 

 

 

 

・教科書Ｐ.29 ｢１．直線運動｣を朗読させる。 

・「速度」について説明する。 

・「速さ」について説明し、「速度」とは異なることを

説明する。 

板書２ 

 

 

 

 

 

 

・等速直線運動について説明する。 

 板書３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・距離と速度と時間との関係を学び直す。 

・名称の変化や計算法について確認する。 

【Ａ】 

 

 

 

 

 

 

・生徒を指名し，朗読を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プリントを配布する 

 

Ｐ．２９  

２ 機械の運動 

  種類・直線運動（等速直線運動・加速度・等加速度運動 等） 

    ・回転運動（周速度・角速度・回転速度・遠心力 等） 

 １ 直線運動 

  変位と速度 

  速度ｖ・・・単位時間あたりの変位    

  →ベクトル（向きと大きさ）  位置の変位 

  速さ・・・「大きさ」のみ。→ベクトルでは表記できない。 

              「速度」と「速さ」は違う 

  等速直線運動・・・速度が一定の直線運動 

ｖ＝10〔ｍ/ｓ〕 

      １ｓ      ２ｓ       ３ｓ 

   

  ０               10                20              30ｍ 

             距離ｓ〔ｍ〕 

   公式             単位 

    
）時間ｔ　

距離ｓ　
速度

s

m
V
(

)(
       smV /速度  
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過程 指 導 内 容 学 習 内 容 指導上の留意点等 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．加速度 

 

 

 

 

 

・単位の使われ方について説明する。 

 板書４ 

 

 

 

 

・Ｐ.29 問 15 の問題を解く。 

・プリントの内容に従って解答を説明する。 

 

 

・Ｐ.29 問 16 の練習問題は次の時間に解答すると伝

える。 

 

・教科書Ｐ.30 ｢２．加速度｣を朗読させる。 

 板書５ 

  

 

 

・器具を使用し、速度の変化を測定する。 

 

・測定点の距離は同じであることを補則する。 

 板書６ 

  

 

 

 

・条件が変化しない中で、このような時間の変化があ

る場合、等加速度であることを説明し、等加速度運

動と結びつける。 

 板書７ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プリントを指示する。

・生徒を指名し，解答を

発言させる。 

・机間巡視 

【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】 

 

 

・生徒を指名し，朗読を

行う。【Ａ】 

 

 

 

・ストップウｫッチを生

徒（1 名）に渡し、3

点の測定を行う。【Ｂ】

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊速度の単位の使われ方 

  工作機械・・・毎分の速度 ｍ/ｍｉｎ 分速  単位時間が 

交通機関・・・毎時の速度 ｋｍ/ｈ  時速  違う 

 ２ 加速度 

  加速度 a・・・単位時間あたりの速度の変化    

  →ベクトル（向きと大きさ） 

 時間の変化   計測者      君 

開始点 Ａ点 Ｂ点 Ｃ点 

０ ｓ    ｓ     ｓ    ｓ 

  等加速度・・・一定の加速度  →等加速度運動 

 
 

 
20 /

/
sm

s

sm

t

vv
a 　　単位

時間

速度の変化
加速度 


  

加速度に関する公式 

      atvv  0 、 
2

0
2

1
attvs    Ｖ０：初速 
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過程 指 導 内 容 学 習 内 容 指導上の留意点等 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

40 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．回転運動 

 

・例題４の説明を行う。 

 板書８ 

  

 

 

 

 

 

・Ｐ.30 問 17 の問題を解く。 

・プリントの内容に従って解答を説明する。 

 

・Ｐ.30 問 18 の問題は次の時間に解答すると伝える。 

 

・教科書Ｐ.31 ｢２ 回転運動｣を読み、機械の運動の

もう一つである｢回転運動｣について説明する。 

 

 

・周速度は円周上の点Ｐの平均速度を示したものだと

いう説明し、教科書Ｐ.31 の 10 行目にアンダーライ

ンを引くよう指示する。 

・各速度は単位時間当たりの角度の変化量であること

を説明し、教科書Ｐ.31 の 12 行目にアンダーライン

を引くよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】 

 

 

 

 

・教科書Ｐ.31を開かせ、

直線運動に関連づけな

がら内容を説明する。

【Ａ】 

・授業時間の残り時間を

想定しながら、説明す

る。 

終 

末 

５分 

１．要点整理 

２．プリントの回収 

３．次時の予告 

・本時の学習内容を教科書，板書を参考に復習する。 

・生徒の自己評価(プリント)に自己評価をつけさせる。 

【Ｄ】 

 

７．観点別評価  

①機械の運動に関心をもち，運動の種類や法則を理解することができたか。（関心・意欲・態度）【Ａ】 

②直線運動や回転運動の速度・加速度の計算方法や運動の法則を具体例を踏まえて考察でき，計算 

の過程や結果を示すことができたか。（思考・判断・表現）【Ｂ】 

③機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動の法則を身につけられたか。（技能）【Ｃ】 

④機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動法則の概念を理解し，身につけられた 

か。（知識・理解）【Ｄ】 

 例題４ 速度ｖ０＝5ｍ/ｓ 

     加速度 a＝1.5ｍ/ｓ2  

          時間ｔ＝10ｓ 

解答 公式 

      atvv  0 ＝５＋１．５×１０＝２０ｍ/ｓ 
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８．配布資料 
 プリント 
    機械設計 プリント                                       出席番号    氏名 

    １．速さ、時間、道のり(距離)の公式 

        小学校（６年生）で学習する速さ、時間、道のり(距離)に関する公式をまとめる。速さと時間と距離の 

      求め方は以下に示す図のようになる。 

 

 

道のり(距離) ＝ 速さ × 時間 

速さ ＝ 道のり(距離) ÷ 時間 

時間 ＝ 道のり(距離) ÷ 速さ 

 

 

 
 

   ２．練習問題 

K 問１５ ９０ｋｍ/ｈをｍ/ｓ単位で表せ。 
   〔解答〕 まずは単位換算を行う。 

時間・１h ＝〔     〕min＝６０min×〔     〕 ｓ=〔       〕s 
       1 時間          分         １分は 60s    秒 

    距離・９０ｋｍ＝９０×〔         〕ｍ＝〔        〕ｍ 
                               1km は何ｍ？ 

    したがって、 smhkm /90/90 〔　　　　　　　〕
〔　　　　　　〕ｓ

〔　　　　　　〕ｍ
  

 K 問１７ 速度１０ｍ/ｓで走っていた自動車が、等加速度運動をして、4 秒後に２２ｍ/ｓに 
なった。この間の加速度を求めよ。 

     〔解答〕   
・速度ｖ０＝〔       〕ｍ/ｓ  ・加速度 a＝〔 ？ 〕ｍ/ｓ2  

          ・時間ｔ＝４ｓ            ・4 秒後の速度ｖ＝〔       〕ｍ/ｓ 
 公式  ｖ=ｖ0+at に代入 

      〔      〕＝〔       〕＋a×〔       〕 
               a＝〔        〕ｍ/ｓ2 
   ◎生徒の自己評価 

評価５：バッチリ理解した ４：理解した ３：なんとか大丈夫 ２：ちょっとわからない １：全くわからない 

質問   評価 

①機械の運動に関心をもち，運動の種類や法則を理解できた。 
 

②直線運動や回転運動の速度・加速度の計算方法や運動の法則を具体例を踏まえて考察できた。 
 

③機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動の法則を身につけることができた。 
 

④機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動法則の概念を理解し，身につける

ことができた。 
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９．板書構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ．２９  

２ 機械の運動 

  種類・直線運動（等速直線運動・加速度・等加速度運動 等） 

    ・回転運動（周速度・角速度・回転速度・遠心力 等） 

 １ 直線運動 

  変位と速度 

  速度ｖ・・・単位時間あたりの変位    

  →ベクトル（向きと大きさ）  位置の変位 

  速さ・・・「大きさ」のみ。→ベクトルでは表記できない。 

              「速度」と「速さ」は違う 

  等速直線運動・・・速度が一定の直線運動 

ｖ＝10〔ｍ/ｓ〕 

      １ｓ      ２ｓ       ３ｓ 

   
   ０              10                20              30ｍ 

             距離ｓ〔ｍ〕 

   公式             単位 

    
）時間ｔ　

距離ｓ　
速度

s

m
V
(

)(
       smV /速度  

 

 ＊速度の単位の使われ方 

  工作機械・・・毎分の速度 ｍ/ｍｉｎ 分速  単位時間が 

交通機関・・・毎時の速度 ｋｍ/ｈ  時速  違う 

 ２ 加速度 

  加速度 a・・・単位時間あたりの速度の変化    

  →ベクトル（向きと大きさ） 

  時間の変化   計測者      君 

開始点 Ａ点 Ｂ点 Ｃ点 

０ ｓ    ｓ     ｓ    ｓ 

  等加速度・・・一定の加速度  →等加速度運動 

  
 

 
20 /

/
sm

s

sm

t

vv
a 　　単位

時間

速度の変化
加速度 


  

加速度に関する公式 

      atvv  0 、 
2

0
2

1
attvs    Ｖ０：初速 

  例題４ 速度ｖ０＝5ｍ/ｓ 

      加速度 a＝1.5ｍ/ｓ2  

           時間ｔ＝10ｓ 

解答 公式 

      atvv  0 ＝５＋１．５×１０＝２０ｍ/ｓ 
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機械設計 プリント                                       出席番号    氏名 

 １．速さ、時間、道のり(距離)の公式 

     小学校（６年生）で学習する速さ、時間、道のり(距離)に関する公式をまとめる。速さと時間と距離の求め方は 

以下に示す図のようになる。 

 

 

道のり(距離) ＝ 速さ × 時間 

速さ ＝ 道のり(距離) ÷ 時間 

時間 ＝ 道のり(距離) ÷ 速さ 

 

 

 

 

 ２．練習問題 

K 問１５ ９０ｋｍ/ｈをｍ/ｓ単位で表せ。 

   〔解答〕 まずは単位換算を行う。 

時間・１h ＝〔     〕min＝６０min×〔     〕 ｓ=〔       〕s 

       1 時間          分         １分は 60s    秒 

    距離・９０ｋｍ＝９０×〔         〕ｍ＝〔        〕ｍ 

                               1km は何ｍ？ 

    したがって、 smhkm /90/90 〔　　　　　　　〕
〔　　　　　　〕ｓ

〔　　　　　　〕ｍ
  

 K 問１７ 速度１０ｍ/ｓで走っていた自動車が、等加速度運動をして、4 秒後に２２ｍ/ｓに 

なった。この間の加速度を求めよ。 

     〔解答〕   

・速度ｖ０＝〔       〕ｍ/ｓ  ・加速度 a＝〔 ？ 〕ｍ/ｓ2  

          ・時間ｔ＝４ｓ            ・4 秒後の速度ｖ＝〔       〕ｍ/ｓ 

 公式  ｖ=ｖ0+at に代入 

      〔      〕＝〔       〕＋a×〔       〕 

               a＝〔        〕ｍ/ｓ2 

   ◎生徒の自己評価 
評価５：バッチリ理解した ４：理解した ３：なんとか大丈夫 ２：ちょっとわからない １：全くわからない 

質問   評価 

①機械の運動に関心をもち，運動の種類や法則を理解できた。 
 

②直線運動や回転運動の速度・加速度の計算方法や運動の法則を具体例を踏まえて考察できた。 
 

③機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動の法則を身につけることができた。 
 

④機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動法則の概念を理解し，身につける

ことができた。 
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機械設計 プリント                                       出席番号    氏名 

 １．速さ、時間、道のり(距離)の公式   解 答 

  学校（６年生）で学習する速さ、時間、道のり(距離)に関する公式をまとめる。速さと時間と距離の求め方は 

以下に示す図のようになる。 

 

 

道のり(距離) ＝ 速さ × 時間 

速さ ＝ 道のり(距離) ÷ 時間 

時間 ＝ 道のり(距離) ÷ 速さ 

 

 

 

 

 ２．練習問題 

K 問１５ ９０ｋｍ/ｈをｍ/ｓ単位で表せ。 

   〔解答〕 まずは単位換算を行う。 

時間・１h ＝〔 ６０ 〕min＝６０min×〔 ６０  〕 ｓ=〔 ３６００  〕s 

       1 時間          分         １分は 60s    秒 

    距離・９０ｋｍ＝９０×〔 １０００  〕ｍ＝〔 ９００００  〕ｍ 

                               1km は何ｍ？ 

    したがって、 smhkm /25
3600

1000
90/90 　　　〕〔　　

　〕ｓ〔　　

　〕ｍ〔　　
  

 K 問１７ 速度１０ｍ/ｓで走っていた自動車が、等加速度運動をして、4 秒後に２２ｍ/ｓに 

なった。この間の加速度を求めよ。 

     〔解答〕   

・速度ｖ０＝〔  １０   〕ｍ/ｓ  ・加速度 a＝〔 ？ 〕ｍ/ｓ2  

          ・時間ｔ＝４ｓ            ・4 秒後の速度ｖ＝〔  ２２   〕ｍ/ｓ 

 公式  ｖ=ｖ0+at に代入 

      〔  ２２  〕＝〔 １０    〕＋a×〔  ４    〕 

               a＝〔   ３    〕ｍ/ｓ2 

   ◎生徒の自己評価 
評価５：バッチリ理解した ４：理解した ３：なんとか大丈夫 ２：ちょっとわからない １：全くわからない 

質問   評価 

①機械の運動に関心をもち，運動の種類や法則を理解できた。 
 

②直線運動や回転運動の速度・加速度の計算方法や運動の法則を具体例を踏まえて考察できた。 
 

③機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動の法則を身につけることができた。 
 

④機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運動法則の概念を理解し，身につける

ことができた。 
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機械設計 学習指導案 
 

 

日   時  平成２７年１月１６日  金曜日  第６校時 

学   級  電子機械科 ２年２組 

在籍３８名（男子３７名・女子１名） 

使用教科書  実教出版 新機械設計 

単   位  ２単位 

指 導 者  電子機械科 教諭 森山健士 

 

１．単   元  第２章 機械に働く力と仕事 

 

２．単 元 目 標  機械に作用する力や力の働き方を学び，機械を設計する基本を身につける。 

 

３．指 導 計 画  第２章 機械に働く力と仕事    計２０時間 

         （１）機械に働く力 ・・・・・・・・・６時間 

         （２）機械の運動 ・・・・・・・・・・４時間 

         （３）仕事と動力  

   ①仕事 ・・・・・・・・・・・・２時間 

            ②道具などを利用した仕事・・・・２時間 

            ③エネルギー ・・・・・・・・・２時間（本時１／２） 

            ④動力 ・・・・・・・・・・・・１時間 

         （４）摩擦と機械の効率 ・・・・・・・３時間 

 

 

４．本 時 の   （１）エネルギーの種類や形の変化について理解させる。 

指 導 目 標  （２）位置エネルギーについて理解させる。 

 

５．学級の様子   電子機械科２年２組３８名（男子３７名・女子１名）。本授業中，聞く姿勢や学

ぶ姿勢が出来ているが，理解度には個人差が見られる。出来るだけ時間をかけ，わ

かりすい授業展開を心掛けている。 
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６．本時指導計画 

過程 指 導 内 容 学 習 内 容 
指導上の留意点等 

【評価の観点】 

導 

入 

５分 

１．出席確認 

 

２．前時までの復習 

３．本時の目標 

・机上に教科書，ノートを出しておく。 

 

・教科書の［Ｐ.３７］より、これまで学んできた仕事

について振り返り，本時との結びつきを意識させる。 

・教科書などの忘れ物が

ないか確認する。 

・教科書の［P.37～41］

を開かせる。【Ａ】 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

１．さまざまなエネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書Ｐ.41～42 を開かせ、本時より学習する内容

を理解させ、今後の展開を説明する。 

板書１ 

 

 

 

・教科書Ｐ.41 ｢１．さまざまなエネルギー｣を朗読さ 

せる。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド１） 

①各種エネルギーについて説明する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド２） 

①各種発電からエネルギーの発生する仕組み及び

電気エネルギーに形が変わることについて説明

する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド３） 

 ①スライド２を逆転させた場合がスライド３であ

ることに触れ、このエネルギーの流れもあること

も説明する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド４） 

 ①内燃機関を元にエネルギーの流れを説明する。 

②スライド４の下記の部分をノートへ記録させる。 

 

 

 

・〔スクリーン使用〕 （スライド５） 

 ①エネルギーと仕事の関連性を説明する。 

 ②「ちょっと復習」にて仕事の再説明を行う。  

 ③【まとめ】においてここまでのまとめを行う。 

 板書２ 

 

 

 

 

【Ａ】 

 

 

 

 

・生徒を指名し，朗読を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机間巡視 

 

 

 

 

 

・机間巡視 

 

 

 

 

 

Ｐ．41 

１ さまざまなエネルギー 

ある物体が、ある物体に仕事をさせる能力を持って 

いるとき、この物体はエネルギーをもつという。  

 エネルギー → 仕事をする能力 単位はＪ（ジュール） 

【まとめ】①エネルギーは形が変わる 

     ②その総和（前と後）は分からない。エネルギー保存の法則
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過程 指 導 内 容 学 習 内 容 指導上の留意点等 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．位置エネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・〔スクリーン使用〕 （スライド６） 

 ①図の説明を行う。 

②【問題】を読み上げ、仕事の考え方を助言し、考 

えさせる。プリントへ記録させる。 

 ③【答】を説明し、位置エネルギーの存在を説明す 

る。 

 ④高さの上昇がエネルギーの増大につながること 

を説明する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド７） 

 板書３ 

 

 

・〔スクリーン使用〕 （スライド８） 

 ①【例題】を読み上げ、解答を考えさせる。 

 ②解答をプリントへ記録させる。 

③【答】を解説する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド９） 

①【問２８】を読み上げる。衝撃試験について動 

画を元に説明する。 

②解答を考えさせる。 

③解答をプリントへ記録させる。 

④【答】を解説する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド１０） 

 ①アニメーションにより、エネルギーの移り変わり 

を説明する。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド１１） 

 ①図をもとにここまでのまとめを行う。 

 ②Ａ地点では位置エネルギーが存在するが、Ｂ点で

はなくなることを伝え、そのエネルギーがどこへ

流れたかを推測させる。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド１２） 

 ①新たに途中のＣ地点を考えさせる。 

 ②Ｃ地点の位置エネルギーの有無と走行の様子を 

考えさせる。 

・〔スクリーン使用〕 （スライド１３） 

 ①Ａ地点の初速Ｖ０＝０とＢ地点の速度ＶＢ＝max

であることを確認しながら、Ｃ地点での速度を考

えさせる。 

 

 

・生徒を指名し，解答を

発言させる。 

【Ｂ】 

 

 

 

 

・机間巡視 

 

 

 

・机間巡視 

【Ｂ】 

 

・時間が不足している場

合は省略する。 

・机間巡視 

【Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ】【Ｄ】 

 

 

【Ｃ】【Ｄ】 

 

 

 

 

位置エネルギー 

 位置エネルギー ＥＰ＝ｍｇｈ（Ｊ） 
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過程 指 導 内 容 学 習 内 容 指導上の留意点等 

展 

 

開 

 

３５

分 

 ・〔スクリーン使用〕 （スライド１４） 

 ①図をもとに速度変化の様子とそれに伴って発生

する運動エネルギーの存在を説明する。 

 ②速度が増大すると運動エネルギーも増大してい

くことを説明し、次の授業内容に結びつける。 

【Ｃ】【Ｄ】 

 

 

 

 

終 

末 

５分 

１．要点整理 

 

２．プリントの回収 

３．次時の予告 

・本時の学習内容を教科書，スクリーンを参考に復習 

する。 

・生徒の自己評価(プリント)に自己評価をつけさせる。 

【Ｄ】 

 

７．観点別評価  

①各種のエネルギーに関心をもち，種類や発生理由を理解することができたか。（関心・意欲・態 

度）【Ａ】 

②位置エネルギーを理解し，計算法を身につけられたか。（技能）【Ｂ】 

③物体が高低差がある中で移動したときのエネルギーの変化を理解することができたか。（思考・ 

判断・表現）【Ｃ】 

④位置エネルギーを理解し，運動エネルギー及びエネルギー保存の法則への興味関心を持つことが 

できたか。（知識・理解・意欲）【Ｄ】 
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８．配布資料 

 プリント 

 
機械設計 プリント                                出席番号    氏名 

 

1．【問題】左図のように物体には重力が働くため、質量ｍ（ｋｇ）の物体には重力Ｗ（=mg） 

が加わる。この時、物体の移動距離をｈ（ｍ）とすると、この時の仕事はいくらか？  

 

【答】 

 

 

 

                                             

２.【例題】左図のように質量１００（ｋｇ）の物体が５（ｍ）の高さにある。この時 

物体の位置エネルギーはいくらか？ ただし、重力加速度ｇは９．８ｍ/ｓ２とする。  

 

【答】 

 

 

 

                                              

３.【問２８】 衝撃試験機   

      点Ａの高さ １ｍ  

      点Ｂの高さ 0.4ｍ  

    重力加速度 ｇ＝９．８ｍ/ｓ２  

 

【答】 

 

 

 

                                              

 

 ◎生徒の自己評価 
評価５：バッチリ理解した ４：理解した ３：なんとか大丈夫 ２：ちょっとわからない １：全くわからない 

質問   評価 

①各種エネルギーに関心をもち，それぞれを理解できたか。 
 

②位置エネルギーの計算方法を理解し、身につけることができたか。 
 

③位置エネルギーが高さによって増減することが理解できたか。 
 

④運動エネルギーやエネルギー保存の法則など、今後の内容に興味関心を持つ

ことができたか。 
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機械設計 プリント                                       出席番号    氏名 

 

1．【問題】左図のように物体には重力が働くため、質量ｍ（ｋｇ）の物体には重力Ｗ（=mg） 

が加わる。この時、物体の移動距離をｈ（ｍ）とすると、この時の仕事はいくらか？  

 

【答】 

 

 

 

                                              

２.【例題】左図のように質量１００（ｋｇ）の物体が５（ｍ）の高さにある。この時 

物体の位置エネルギーはいくらか？ ただし、重力加速度ｇは９．８ｍ/ｓ２とする。  

 

【答】 

 

 

 

                                              

３.【問２８】 衝撃試験機   

    点Ａの高さ １ｍ  

    点Ｂの高さ 0.4ｍ  

  重力加速度 ｇ＝９．８ｍ/ｓ２  

 

【答】 

 

 

  

                                              

◎生徒の自己評価 

評価５：バッチリ理解した ４：理解した ３：なんとか大丈夫 ２：ちょっとわからない １：全くわからない 

質問   評価 

①各種エネルギーに関心をもち，それぞれを理解できたか。 
 

②位置エネルギーの計算方法を理解し、身につけることができたか。 
 

③位置エネルギーが高さによって増減することが理解できたか。 
 

④運動エネルギーやエネルギー保存の法則など、今後の内容に興味関心を持つこと

ができたか。 
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実習（鋳造） 学習指導案 
 

日   時  平成２６年１０月２４日 金曜日  第２校時 

学   級  電子機械科 ２年２組 

在籍３８名（男子３７名・女子１名）内 

第１班１０名（出席番号１～１０番） 

                 実 施 場 所  鋳造実習室 

使用教科書  実教出版 機械実習１ 

単   位  ３単位 

指 導 者  電子機械科 教諭 森山健士 

 

１．単   元  第３章 鋳造 

 

２．単 元 目 標  １．手工具による型込めの技能を習得する。 

         ２．鋳型の構造を理解する。 

         ３．鋳型の強さ・硬さを体得する。 

 

３．指 導 計 画  第３章 鋳造           計 ９時間 

         （１）鋳型の製作の準備・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３時間 

            ①鋳型製作の準備 

            ②鋳物砂の性質を知る 

            ③鋳型の計画 

         （２）鋳型の製作１ 手込めによる鉄アレイ（割型）の鋳型・・ ３時間 

            ①手工具による型込めの技能の習得 

            ②鋳型の構造を理解する 

            ③鋳型の強さ・硬さを体得する 

         （３）鋳型の製作２ 手込めによるＶブロックの鋳型・・・・・ ３時間（本時） 

            ①手工具による型込めの技能の習得 

            ②鋳型の構造を理解する 

            ③鋳型の強さ・硬さを体得する 

 

４．本日の計画   

 

 

 

          

５．本 時 の   （１）本日で２回目の鋳込みの為，自発的・自主的な作業ができるようにする。 

指 導 目 標  （２）各作業の精度向上を意識させ，鋳込み後の様子より反省点を考察させる。 

 

６．班の様子    電子機械科２年２組実習第１班１０名（男子１０名）。本授業中，明るく積極性

があり，学ぶ姿勢が出来ているが，実習などの作業の能力には個人差が見られる。 

 

 1 時間目 2 時間目＊本時 3 時間目 

内 

容 

①鋳物砂の準備 

②道具の準備 

③型込め（下枠） 

①型込め（上枠） 

②鋳込み 

①道具の片付け 

②鋳込み後の考察 

③検討 
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６．本時指導計画 

過程 指 導 内 容 学 習 内 容 
指導上の留意点等 

【評価の観点】 

導 

入 

５分 

１．出席確認 

２．前時までの復習 

３．本時の目標 

・2 名ずつの 5 班に編制しておく（前時完了）。 

・前時に製作した下枠（下型）を反転させる 

・下枠に続き，上枠の製作に入ることを伝える。 

・型が崩れないように注

意するよう伝える。 

【Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

１．上枠の型込めをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．鋳込みを行う。 

 

 

【指導手順】 

①木枠（上枠）の内側についている砂を落とさせ， 

②水を塗る。 

③下枠に正しく重ねる。 

④別れ砂をまく。 

⑤湯口棒を立てる。 

⑥肌砂をかける。 

⑦裏砂をかける。この時の量は木枠の２／３以上。 

⑧突き棒で固める。 

⑨スタンプで固める。 

⑩かき板（かき棒・アングル）で平らにする。 

⑪湯溜をつくる。 

⑫気抜き針でガス抜き穴をあける。 

⑫湯口棒を金槌で下向きに少し叩く。 

⑬湯口棒を叩き回転させながら引き抜く。 

⑭上枠を外し，横に置く。 

⑮下枠の木型を型あげする。 

 ・木型の中心部に針を打ち込む。 

 ・前後左右に叩きながら，徐々に木型を抜き取る。 

⑯鋳型内の清掃をする。 

 ・砂の浮かれなどがあった場合は修正する。 

⑰上枠をかぶせる。 

 

・各作品に溶解したアルミニウムを流し込む。 

・流れ込む様子を観察する。 

 

・指導手順毎に集合させ

説明を行う。 

・水の塗りすぎに注意す

る。 

 

・湯口棒の位置取りに注

意させる。 

 

・スタンプは周囲から中

央部への突くよう指導

する。 

 

 

・叩きすぎに注意する。

 

・倒れないように注意す

る。 

 

【Ｂ】【Ｃ】 

 

 

 

 

・流し込む際は高熱の 

為，周囲の状況に十分

気をつける。 

終 

末 

５分 

１．作業のまとめ 

２．次時の予告 

・ここまでの作業の感想を行う。 

・休み時間を含め，２０分程度徐冷させることを伝 

える。 

【Ｄ】 

７．観点別評価  

①前時からの作業の継続性を理解できているか。 （関心・意欲・態度）【Ａ】 

②各班 2 名で協力し作業できたか。 （関心・意欲・態度）【Ａ】 

②精度の良い砂型をつくるために工夫と表現ができたか。 （思考・判断・表現）【Ｂ】 

③砂型鋳造法の作業手順を身につけられたか。 （技能）【Ｃ】 

④感想の中に今後につながる考察が発言できるか （知識・理解）【Ｄ】
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教育研究・教育実践等



隼工展へのあゆみ 
鹿児島県立隼人工業高等学校生徒会 

発表者氏名 生徒会 

発 表 指 導 電子機械科 教諭 森山健士 

１．はじめに 

本校が平成１５年度より毎年開催している隼工展は、今年の開催で１２年目となり、本校の伝統行事

になりつつある。今回の発表大会生徒研究発表では、この１２年に及ぶ歴代の隼工展への取組と、昨年

と今年の様子について発表することとした。第１回目の隼工展は平成１５年度に開催され、日頃の実習

や課題研究等で製作した作品の発表や、本校の取組みを広く知ってもらう場を設けたいという主旨で開

催された。以降１０年間、歴代の生徒や職員が内容を工夫し発展させ継続している。昨年度のイオン隼

人国分店での開催は来場者が２０００人を超え、更に今年度はこの生徒発表大会の前日から一週間開催

し、来場者が２８００人を超えるなど、この取組が地域に根ざしている。 

 

２．会場担当（発表者）及び中継担当 

（１）会場担当 発表者   インテリア科３年 林 沙和香   

情 報 技 術 科 ２ 年 八重山 友作 

情 報 技 術 科 ２ 年 久德 好生 

       機器操作   情 報 技 術 科 ３ 年 藤山 幸樹 

（２）中継担当 リポーター 電 子 機 械 科 ３ 年 平野 伶麻      

機器操作  情 報 技 術 科 ２ 年 恵畑 颯太 

 

３．事前準備 

（１）昨年（平成２５年度）生徒発表大会の視察 

  昨年度の発表大会の時点で今年度の研究発表を担当することが分かっていたため、当時の生徒会役

員の中で隼工展実行委員の経験がある１・２年生で構成されたメンバーで視察に伺い、会場の様子や

発表の方法や手順を見学した。「自分たちならどのように発表するか。」のテーマを見いだすことが

でき、発表までの検討に入った。視察を行ったこともあり、以降の準備は当日のイメージを浮かべな

がら進めることができた。 

（２）データの収集と解析 

  過去約１０年間の実績もあり、多くの写真やデータが残っていたことに過去の先生方や先輩方に感

謝をしている。全１０回のポスターや作品の様子など、発表の内容量の多さに苦労することはなかっ

た。近年に入り、来場者数への意識が加わり、今年度の隼工展でも来場者数増加という目標もあった

為、来場者数の統計を集計することにした。また昨年までの担当された先生方が、更なる発展の為に、

来場者の意見を元に現行の隼工展の問題点を解析し、課題を見いだしながら企画をされていたことに

も着目することにした。 
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（３）本校の特色を生かした研究発表 

  本校の生徒会は様々な場面で司会進行や発表することが多く、またその様子も良かったため、発表

者の組み合わせは男女による構成にした。本校の現状を観ても女子生徒の活躍が光り、隼工展でも歴

代意欲的に取り組んでいる為、工業高校での女子生徒の活躍についても注目して頂きたいと考えた。

さらに情報技術科の生徒による生中継（後述）についても、生徒の創意工夫があり、当初予定してい

たものより十分な出来映えになった。 

（４）取材 

  今年度の発表に際し、昨年度の隼工展において来場者の「生の声」を記録しようと、インタビュー

形式による取材を行った。そこで１１月４日、川内商工高校に伺い、隼工展の立ち上げに尽力された

先生方の取材も行った。迫校長先生と滝下先生には貴重な体験談を頂くことができ、当時の様子を聞

くことができた。 

 

４．直前準備 

  準備期間の間、隼工展会場（イオン隼人国分店）と生徒発表大会会場（加治木工業高校）とを生中

継する案があったが、実際にどのような方法で中継するか課題が残っていた。加治木工業高校の  

久米村先生からの御助言や御協力もあり、会場側の機器の調整をしていただいた。中継方法はスマー

トフォンアプリ（スカイプ）を使ったネット中継を行うこととした。機器の設定やリポーターの内容

などは生徒たちが自主的に考えた。この時、生徒達の力を感じたのは、各会場からの様々な音に対し

て、発表者とリポーターの声をいかにクリアーにやりとりするかという問題が発生した時、ヘッドフ

ォンの採用やスマートフォンの使い方を提案してくれたときだった。お互いが聞き取れないことがな

いようにすることと、画像が乱れないようにすることに注意しながら、中継することができた。なお

中継の方法については後述する。 

 

５．中継の方法 

  イオン隼人国分店 会場 ２Ｆイオンホール        加治木工業高等学校 会場 武道館 

        スマートフォン       ネット回線       スマートフォン（ｉＰｈｏｎｅ） 

         スカイプ        画像・音声         スカイプ 

                                 

      リポーターへの音声              画像：会場プロジェクター 

       マイクジャック               ＨＤＭＩ端子(＊１)→スクリーン 

 

      リポーター：ヘッドホン            会場音声:マイク→会場スピーカー 
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＊１・・・ＰＣを使用せず、スマートフォン（ｉＰｈｏｎｅ）とプロジェクターを直接接続するために「Apple Lightning 

Digital AV アダプタ 」を使用した。スマートフォン側の Lightnig コネクタとプロジェクター側のＨＤＭＩ端子をこの

アダプタを使用し、接続した。 

６．発表スライド ＊発表順 

 ①              ②              ③ 

 

 

 

 

 

 

 ④              ⑤              ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 ⑦              ⑧              ⑨ 

 

 

 

 

 

 

 ⑩              ⑪              ⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36



 ⑬              ⑭               ⑮ 
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 ㉘              ㉙               ㉚ 

 

 

 

 

 

 

 ㉛              ㉜              ㉝ 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

 今回の発表は発表のためだけではなく、本校の伝統となりつつある隼工展について学び直すことがで

きたことが一番の収穫である。担当した生徒たちの感想の一つでもある。今回、これまでのあゆみを振

り返り、１０年間の先生方や先輩方の軌跡を感じることができた。毎年、新たな試みが行われるが、一

方で過去を語り継ぐことができる大切な宝物を手に入れることができた。 

今年度の隼工展（１１月１８日～１１月２４日）では来場者数が２，８７５人となり、統計を始めて

からの過去最高数となった。また次の一年に向かって準備が始まるが、地域に対して新たな発信ができ

るよう努力していきたい。 
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